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新川崎・創造のもりイノベーション拠点整備事業の整備・運営事業者の 

公募・選定結果 －優先交渉権者等を決定しました－ 

 
１ 事業名称 

  新川崎・創造のもり イノベーション拠点整備事業 
 
２ 事業の概要 

  所 在 地：川崎市幸区新川崎７番１号  
事業内容：統括マネジメント業務、施設整備業務、維持管理業務、運営業務 
 

３ 優先交渉権者 

  代表企業：三菱地所株式会社 

構 成 員：東急不動産株式会社、プライムライフテクノロジーズ株式会社 

 

４ 優先交渉権者の総合評価点（満点：1,000 点） 

  779.57 点 

 

５ 優先交渉権者の提案事業期間 

  設 計：令和８～９年度 
建設工事：令和９～11年度中 
開業予定：令和 11年度 
事業期間：定期借地権設定契約を締結してから７０年間 

 
６ 次点交渉権者 

  代表企業：大和ハウス工業株式会社 東京本店 
構成員：ヒューリック株式会社 
総合評価点：699.57 点 
 

７ 事業者提案の概要 

  別紙のとおり 

本市では、令和７年３月に策定した「新川崎・創造のもりの機能更新に向けたイノベーション

拠点整備基本計画」に基づき、新川崎・創造のもり（幸区）において、量子・AI・半導体・Beyond5G

等の最先端コンピューティング、DX 分野の「知」と「人材」の集積地の形成に向けた取組を

推進しています。 

民間事業者の創意工夫・アイディア・ノウハウ等を生かしたイノベーション拠点整備と運営

管理を行うため、令和７年９月３日に公募型プロポーザル方式による事業実施者の募集を

行ったところ、２グループから応募・提案がありました。 

これらのグループからの提案内容を、学識経験者等で構成する「経済労働局民間活用事業者

選定評価委員会」において審査し、最優秀提案者等の選定を行いました。この審査結果等を踏

まえ、このたび、優先交渉権者等を決定しました。 

なお、審査講評は、ホームページで後日公表します。 

【問合せ先】 

川崎市経済労働局イノベーション推進部 藤本 

電話 044-200-3895 



（ 仮 称 ） Qu an t um  Bu s i n e s s
I n c u b a t i o n  C e n t e r （ QB IC ）

川 崎 と 世 界 を つ な ぐ 量 子 の 未 来 を 牽 引 す る 街 づ く り
～ P o C で 終 わ ら せ な い 「 未 来 」 が 動 き 出 す 街 へ ～

量 子 ･ A I  ･ 半 導 体 等 の
最 先 端 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ､ D X 分 野 の

『 知 』 と 『 人 材 』 の 集 積 地 の 形 成 を 目 的 に ､
研 究 開 発 ･ 実 証 ･ 社 会 実 装 を 一 体 的 に 推 進 す る 拠 点
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「都市型PoC/社会実装拠点：QBIC」

イノベーション･エコシステムの成⾧エンジンとなる

•当グループは､社会実装に最も近いフェーズでの実証・共創
を担う都市型PoC/社会実装拠点:QBIC(仮称)を設立
し､国の研究機関や企業の取組と補完し合う連携体制を構
築します。

•ハード面での研究環境を整備すると共に､量子等に関連する
企業・人材を誘致し､市内外の研究機関･企業との連携と
共創を推進します。さらにPoCから事業化までを実現するた
めの人材育成や支援体制を体系的に整備し､継続的にイノ
ベーションが生まれる環境を育みます。

広域・国際的な量子エコシステムへ

新川崎･創造のもりを起点とした活動を拡大し

•QBICを核とし､市内の研究開発拠点や市内企業と連携し研
究・実証・教育プロジェクトが相互に影響し合う量子イノベーション
パークの基盤を形成します。 QBICを､「基礎研究」と「量子活用
企業群」を結ぶ“中間拠点”として位置づけ､研究成果をPoCか
ら社会実装へと確実に橋渡しします。

•これらの取組みにより､新川崎・創造のもりを起点とする活動を市
内全域へ広げ､国際的に展開する量子エコシステムへと段階的に
発展させます。

提案概要

QIH
（理化学研究所、産業
技術総合研究所等）
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広場イメージ
「さいわいふるさと公園」と連続性を

持たせたランドスケープイメージ1F コワーキングスペースイメージ1F エントランスホールイメージ

提案概要

市民・地域コミュニティへのアウトリーチ・賑わいの創出

創造のもりの研究成果を広く情報発信し接点を拡大する

多様な交流・共創と情報発信を両立する空間を実現
可変性を持たせたゾーニングにより多様な用途に活用できる空間を構成し

❶ 日射負荷の抑制と景観形成に配慮した外装スクリーン
❷ 二重スリット実験の「スリット」をモチーフにした外装のデザイン
❸ 視認性が高く､街に対して開かれたメインエントランス

❶ ❷

❸

49,999.00㎡

16,407.60㎡

延床面積

敷地面積

開発から運営まで安定的な事業推進を実現

三菱地所

ﾌﾟﾗｲﾑ ﾗｲﾌ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ東急不動産

パナソニックホールディングス、
トヨタ自動車の技術・ノウハ
ウを活用したまちづくりを展開

「開かれた」交流・共創の場を形成

市民や子どもたちの学びへの関心を誘発し､研究･開発との接点を創る

•施設1階は､施設利用者の利便性を高めるべく、コワーキ
ングスペースやカフェラウンジ･ジム等の商業機能を配置
し､エントランスホールから直接アクセス可能にします｡

•エントランスホールと広場をシームレスに配置することで､建
物内外を一体的に活用したイベントが可能とし､地域住民
の方々・学生の方々の参加を誘発します。

•エントランスホール西側出入り口前に広場を計画。隣接す
る「さいわいふるさと公園」との連続性を持たせたランドス
ケープにより､公園を訪れる方々も気軽に立ち寄れる交流
空間として機能します。

エントランスホールや市入居部分のコワーキングスペースに､
研究成果・技術シーズ・スタートアップの試作品等を紹
介する展示PRスペースを設け､来訪者が最新の技術動
向を把握できる環境を整えます。

•研究者との対話や実験を通じた体験型学習プログラムを実施し、子
どもたちや学生の方々だけでなく保護者や教員、地域ボランティアの
方々も楽しめるプログラムとすることで､科学への関心が家庭や学校
にも広がる機会の創出を目指します。

•低層部のカフェラウンジ､市の入居スペース､広場､さいわいふるさと公
園を活用し､「青空マルシェ」「季節のフェス」「アート＆ミュージックイベ
ント」等､誰もが参加できる賑わい・交流プログラムの開催を検討し
ます。

•QBICを主会場とした年1回の総合イベント「オープンラボ・創造の
もりフェスティバル」の開催を検討します。本イベントは､研究機関・
大学・企業・スタートアップが一堂に会し､展示・成果発表・トークセッ
ション等を行う創造のもりの象徴的な発信機会として位置付けます。

•コワーキングスペースは、量子の実証・PoC､AI・半導体等先端技術の応用開発を推進
するQBICの活動と連動し､研究者・入居企業､起業希望者､シードステージ企業等が

本施設の運営方針

市内拠点・企業を
結ぶ量子共創基盤

の整備

市内の研究開発機関・企業・スタートアップを常時接
続する量子コミュニティを形成し、連携テーマや共同
PoCを生み出す仕組みを整備する

PoC・事業創出と産
業基盤形成の推進

・PoC・事業創出を促す環境と支援体制を整備、
人材育成と企業連携を進める

・半導体・HPCを担う市内企業と協働し、量子実装
を支える産業基盤を形成する

広域・国際エコシス
テム形成に向けた連

携体制の強化

当グループのネットワークを活用し、量子活用都市
圏との接続を強化し、国際的に広がる量子イノベー
ションパークの形成を進める

•コワーキングスペース等が街に開か
れたスペースとして機能することで､
市民や地域コミュニティとの接点
形成にも寄与し､創造のもり全体
を市民に愛されるパークとして発
展させます。

交流・協働・技術検討に取組む
ためのオープンな活動基盤として
機能し、創造のもり内や市内の研
究開発拠点・企業をつなぐハブとし
ていきます。

以上の提案概要は、今後の関係者協議により一部変更となる場合があります。

日本有数の大企業集積地大丸有エリアを本拠地とした
130年以上にわたる不動産開発・運営やイノベーション
拠点の運営実績を通じた国内外企業とのコネクション

IT・Tech系企業及び
スタートアップの国内屈指

の集積地である渋谷を本拠
地とし⾧年企業支援を継続

コワーキングスペース オープンファクトリー
カフェラウンジ/ジム 小割ラボ
大会議室 滞在機能

【凡例】
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